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1 0 2 4 4 5 0 2 4 0 2 2 3 4 1 0
5 0 0 1 1 3 0 0 1 1 0 1 0 1 0 0
6 0 0 0 0 2 0 0 2 1 1 2 0 0 0 0
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17 * 2 5 8 10 0 2 2 0 3 3 1 1 1 1
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31 * 0 0 1 6 0 0 0 3 2 5 1 0 0 0
33 * 0 5 0 0 0 0 1 1 6 7 2 0 1 0
38 0 0 4 0 0 1 2 5 1 4 5 0 1 0 0
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２０１８年度関西学生バスケットボールリーグ戦

コ ー ト
勝ち点 2 勝ち点 2

試合ＮＯ 228

74 67

敗チーム

龍谷大学

男子 2部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2018.09.23
神戸大学開始時間 13:20

会　　場 関西大学　東体育館

戦評
【総括】
昨日2部上位校をあと一歩まで追い詰めた今大会ダークホース龍谷大学と負けが先行し是が非でも白星の欲しい神戸大学の
一戦。立ち上がりは龍谷の激しいアーリーオフェンスが神戸大に襲い掛かる。しかし、神戸大はアウトサイドシュートが非常に好
調で流れを譲らない。激しい攻防を続ける両チームだが、神戸大が少しずづ抜け出しを図る。ボールマンプレッシャーを強めス
ティールからのファストブレイクでじわじわと龍谷大を引き離してゆく。後半に入って龍谷大もゾーンプレスを展開するが、神戸大
はこれに落ち着いて対応し確実にシュートを沈めていく。龍谷大も負けじと多彩な個人技で流れを掴みたいが乗り切れない。最
後の最後までアウトサイドシュートの好調を維持し続けた神戸大。エース木下を軸に終始走り続け悲願の勝利を手にした。

【第1ピリオド】
　口火を切ったのは龍谷大#2高橋のシュート。その後もバスケットカウントを獲得し#2高橋が流れを引き寄せる。第1ピリオドからも
のすごい攻防戦だ。互いにシュートを打つものの互いの激しいディフェンスに攻め悩んでいる。しかし均衡を破ったのはやはり龍
谷大#2高橋の鋭いドライブである。それでも神戸大#37木下のジャンプシュート#17網本のスリーで一気に神戸大ペースになりつ
つある。龍谷大は流れが悪いものの果敢にシュートを打ちペースを取り戻そうとしているのがひしひしと伝わってくる。その甲斐
あってか、シュートも入り出しじりじりと龍谷大がいい流れのまま第1ピリオドが終了した。

【第2ピリオド】
第2ピリオドまたも激しい攻防戦からスタートかと思いきや、神戸大#17網本の3連続得点により第1ピリオドとは変わって神戸大
が流れに乗る。ディフェンスでも龍谷大が輝きを見せ流科大は苦しい時間となっている。そんな中神戸大#17網本がナイスディ
フェンスをし、攻守に貢献している。これをきっかけに#1志賀も流れに乗り始めはじめ2連続シュートやスリーなどで相手をじりじり
と突き放している。一方流科大は流れを呼び込もうとスリーを打ちつづけるがなかなか決まらず、逆にスリーや速攻などを決めら
れ我慢する時間帯となった。それでも龍谷大#2高橋のドライブインや速攻からの得点で第2ピリオド終了直前終わるのかと思いき
や、神戸大#37木下のバスケットカウントで再び神戸大に流れになった所で第2ピリオド終了となった。

【第3ピリオド】
第3ピリオドお互いに得点を決め合い両者共良い流れでのスタートとなった。前のピリオド同様流科大の外のシュートが決まら
ない状況が続きミスも目立ってきている。一方神戸大は#37木下のシュートなどが決まり点差は二桁差となっている。互いに激し
いディフェンスやルーズボール、リバウンドが続いている。激しいディフェンスがあり神戸大のファールがたまり龍谷大のフリース
ローが続いてじりじりと点差が詰まっている。その流れに乗り、龍谷大#2高橋が得点を徐々に加算している。第3ピリオド龍谷大は
神戸大の粘り強いルーズボールに苦戦しているように見え、神戸大の6点リードで終了した。

【第4ピリオド】
神戸大学の得点からスタートした第4ピリオドは神戸大が勢いに乗って始まった。龍谷大はずっと打ち続けている外のシュート
が未だ入らず、とても苦しい状況となっているが#22山川のセンタープレーなどで少しずつ得点をかせいでいる。神戸大は応援
にも力が入りそのおかげか、シュートがチームで入り出しとてもいい流れになっている。しかし龍谷大も負けじと#2高橋#22山川が
果敢に攻めシュートファールをもらい喰らいついているが、神戸大学の流れは止められず点差がどんどん離れていく。流れを呼
び込もうと龍谷大はゾーンプレスをし神戸大にミスが目立ち始め、点差も残り2分で6点差とどっちに転がるか分からない状況と
なった。後がない龍谷大はシュートを打ってリバウンドに行くが神戸大#37木下の高いリバウンドに阻まれなかなかうまくいかない
状況だ。終始龍谷大のバスケットが出来ないまま74対67で神戸大が勝利した。
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